
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 

派 

議員氏名 

①
給
食
請
願
書 

②
年
金
請
願
書 

③
教
育
無
償
化 

④
働
き
方
意
見
書 

新 

政 

久 

喜 

富澤孝至 × × × × 

大谷和子 × × × × 

平沢健一郎 × × × × 

新井 兼 × × × × 

宮﨑利造 × × × × 

園部茂雄 × × × × 

山田達雄 × × × × 

岸 輝美 × × × × 

鈴木松蔵 × × × × 

柿沼繁男 × × × × 

並木隆一 × × × × 

井上忠昭 × × × × 

春山千明 × × ×   × 

成田ルミ子 × × × × 

貴志信智 × × × × 

公
明
党 

久
喜
市
議
団 

岡崎克巳 × × × × 

矢﨑 康 × × × × 

戸ヶ﨑博 × × × × 

斉藤広子 × × × × 

丹野郁夫 × × × × 

日
本
共
産
党 

久
喜
市
議
団 

杉野 修 ○ ○ ○ ○ 

渡辺昌代 ○ ○ ○ ○ 

石田利春 ○ ○ ○ ○ 

平間益美 ○ ○ ○ ○ 

市
民

の
政

治
を
進
め 

る
会 

猪股和雄 ○ ○ ○ ○ 

川辺美信 ○ ○ ○ ○ 

田中 勝 ○ ○ ○ ○ 

 

◆
１１
月
市
議
会
に
は
、
市
民
団
体
か
ら
２
件
の
請

願
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

①
「
子
ど
も
た
ち
を
第
一
に
考
え
た
学
校
給
食

を
」・
巨
大
セ
ン
タ
ー
で
な
く
自
校
方
式
に
転
換
を

求
め
る
内
容
（
久
喜
市
学
校
給
食
を
考
え
る
会
） 

②
「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
を

求
め
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
を
求
め
る
内
容 

 

（
全
日
本
年
金
者
組
合
久
喜
市
協
議
会
か
ら
） 

            

請願は不採択に 
 

市
民
の
ね
が
い
を
聞
き
入
れ
ず
！ 

意見書も否決！ 

◆
セ
ン
タ
ー
方
式

は
「
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
」
と
自
校
方
式
へ

の
転
換
を
求
め
る

署
名
は
、
１
万
筆
を

大
き
く
超
え
て
議

長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。 

◆
こ
れ
だ
け
の
市

民
の
願
い
に
対
し

て
、
議
会
は
、
こ
れ

を
尊
重
し
正
面
か

ら
受
け
止
め
る
べ

き
で
す
。 

 

 

 

・給食センターの 
建設基本設計プ
ロポーザル契約 
・情報公開すると 
「のり弁」が！ 
 
 
 
 

給食の入札情報は「不開示」に 

◆
義
務
教
育
・
質
疑 

意
見
書
で
は
、
無
償
化
は

誰
を
対
象
に
し
て
い
る
の
か
。 

 

答
弁 

憲
法
も
教
育
基
本
法
も
、
義
務
教
育
の

途
上
の
す
べ
て
の
国
民
を
指
し
て
い
る
。 

 

質
疑 

安
定
し
た
財
源
の
確
保
は
難
し
い
。 

 

答
弁 

憲
法
で
教
育
の
無
償
化
を
定
め
て
お

り
国
に
実
施
す
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
。 

コ
メ
ン
ト
：
真
正
面
か
ら
の
議
論
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
残
念
で
す
。 

     

 

③
「
義
務
教
育
に
お
け
る
保
護
者
負
担
の
無
償
化
を
求

め
る
意
見
書
」 

（
共
産
党
か
ら
提
案
） 

 

憲
法
に
も
、
教
育
基
本
法
に
も
義
務
教
育
は
無
償
と

し
て
い
ま
す
。
（
国
連
規
約
に
も
明
記
） 

④
『
労
働
者
の
声
を
踏
ま
え
た
真
の
「
働
き
方
改
革
」

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
』 

 
 

 

（
市
民
の
政
治
を
進
め
る
会
か
ら
提
案
） 

      

「学校給食は自校調理方式に切り替えを」  （11 月市議会） 

   「安心できる年金制度を」２つの請願を不採択に！！ 

◆
２
０
１
７
年
度
予
算
で
理
科
大
跡

地
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
た

め
の
「
基
本
設
計
業
務
委
託
料
」
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、

各
事
業
者
か
ら
企
画
が
提
案
さ
れ
決

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
市
に
出

さ
れ
た
資
料
を
「
情
報
公
開
請
求
」

し
ま
し
た
。
し
か
し
出
さ
れ
た
の
は

写
真
の
よ
う
な
「
の
り
弁
」
ば
か
り
。 

◆
「
セ
ン
タ
ー
あ
り
き
」
で
始
ま
っ

た
審
議
会
と
い
い
、
給
食
調
理
の
設

計
と
い
う
公
開
し
て
当
然
の
も
の
も

市
民
に
は
知
ら
せ
よ
う
と
も
し
ま
せ

ん
。
久
喜
市
の
こ
う
し
た
「
市
民
不

在
」
の
姿
勢
に
こ
そ
重
大
な
問
題
が

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

               

請願と意見書に対する 
各議員の賛否 

給食センターの 
建設基本設計プロポ
ーザル契約、内容を 
情報公開すると 
「のり弁」が来た！ 
 

 

紹介・提案した議員に対し、

他の議員が質疑をします。 

学
校
給
食
・
質
疑 

久
喜
市
の
学
校
給
食
の
課
題
は
？ 

答
弁 

「
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
る
」
と
し
ま
し
た
。 

質
疑 

セ
ン
タ
ー
４０
億
円
は
安
く
な
い
の
で
は
？ 

答
弁 

４０
億
円
が
安
い
と
し
た
の
は
執
行
部
で
あ
る
。

※
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
給
食
が
良
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

か
」
と
の
議
論
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

菖蒲給食センターで 

ノロウイルスが！！ 

4 日間業務停止に 

給食署名は 

１１０９４筆に 

１２
月
１８
日
、
菖
蒲
給

食
セ
ン
タ
ー
で
、
調
理

員
一
人
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
陽
性
反
応
が
出
ま
し

た
。
市
は
惣
菜
の
調
理

を
４
日
間
停
止
措
置
。 

 

し
か
し
、
セ
ン
タ
ー

方
式
だ
と
、「
こ
う
し
た

事
故
の
場
合
、
リ
ス
ク

が
大
き
い
」
と
市
民
団

体
な
ど
が
警
告
を
発
し

た
矢
先
の
出
来
事
で
し

た
。
自
校
方
式
転
換
を

決
断
す
べ
き
で
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №140 

市議団ニュース 

 

「市民の合意となっとく」が一番 
強引な市政運営はストップを！ 

連 絡 先          2018年１月14日号 

杉野 修  58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  平間益美 23－9519 

【議員団控室（市役所５F）の住所・久喜市下早見８５－３】  

「日本共産党久喜市議団ブログ」 更新中です 

 

「
学
校
統
廃
合
」 

江
面
第
一
小
学
校
・
第
二
小

学
校
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
統

廃
合
議
論
が
学
区
等
審
議
会

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
、
菖
蒲
の
小
林
小
学
校

と
菖
蒲
南
中
学
校
の
統
廃
合

に
向
け
て
、
地
元
住
民
の
方
々

に
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
鷲
宮
・
上
内
小
で
の
説
明

会
も
始
ま
り
ま
し
た
。 

学
区
の
統
廃
合
は
地
域
住

民
、
児
童
、
生
徒
に
と
っ
て
は

大
き
な
問
題
で
す
。
ま
た
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ど

う
構
築
し
、
守
っ
て
い
く
か
と

い
う
点
で
も
非
常
に
重
要
で

す
。
慎
重
な
審
議
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

「
給
食
セ
ン
タ
ー
」 

久
喜
市
は
東
京
理
科
大
跡
地

に
「
巨
大
給
食
セ
ン
タ
ー
」
を

建
設
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
突

然
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
当
初

か
ら
１
万
２
千
食
の
給
食
セ
ン

タ
ー
あ
り
き
で
、
強
引
に
給
食

審
議
会
の
中
で
審
議
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
対
し
て
、

見
直
し
を
求
め
て
多
く
の
市
民

が
署
名
活
動
に
乗
り
出
し
、
賛

同
さ
れ
る
方
は
１
万
筆
に
も
上

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

「
立
ち
止
ま
っ
て
再
度
検
討
し

て
ほ
し
い
」
こ
の
願
い
に
耳
を

傾
け
な
い
行
政
の
在
り
方
が
問

わ
れ
ま
す
。 

 

①     平成２９年６月議会 

核兵器禁止条約の制定に積極的な役割りを果たし

条約参加を求める意見書 

「核兵器のない世界」実現への重要な一歩とな

る、と国に参加を求めたもの。 

③     平成２９年９月議会 

オスプレイの飛行の中止等を求める意見書 

“欠陥機”と呼ばれてきた同機。国民が墜落な

どの危険にさらされ飛行の中止を求める。 

②     平成２７年９月議会 

原発再稼働に反対する意見書 

市民の生命と安全を最優先に、原発は廃炉し

かない。原発再稼働に反対の意思を示す。 

④    平成２７年９月議会 

安全保障関連法案の慎重な 

取扱いを求める意見書 

国民の中で意見が分かれている。国の安全保

障で慎重かつ十分な審議をもとめた内容。 

 久喜市政を進める上で、国の動向は大き

な影響があります。日本共産党久喜市議団で

は、国政上で市民の願いに反する問題、とり

わけ平和・憲法９条・原発・核兵器に関わる政

治姿勢に対し「意見書」を提出してきました。 

しかし、新政久喜や公明党の反対で提出に至

りませんでした。 

市民の願い実現にどの会派、どの議員が

真摯に向き合って来たのかが問われます。 

憲
法
、
平
和
、
安
保
関
連
に
対
す
る
会
派
・
議
員
の
態
度 

 

会 

派 
議員氏名 

① 

核

兵

器

禁

止

条

約 

② 

原

発

再

稼

働

反

対 

③ 

オ

ス

プ

レ

イ

禁

止 

④ 

安

保

法

制 

・

慎

重 

新 

政 

久 

喜 

富澤孝至 × × × ○ 

大谷和子 × × × ○ 

平沢健一郎 × × × × 

新井 兼 × × × × 

宮﨑利造 × × × × 

園部茂雄 × × × × 

山田達雄 × × × ○ 

岸 輝美 × × × × 

鈴木松蔵 × × × × 

柿沼繁男 × × × × 

並木隆一 × × × × 

井上忠昭 × × × × 

春山千明 × × ×   ○ 

成田ルミ子 × × × × 

貴志信智 × × × × 

公
明
党 

久
喜
市
議
団 

岡崎克巳 × × × × 

矢﨑 康 × × × × 

戸ヶ﨑博 × × × × 

斉藤広子 × × × × 

丹野郁夫 × × × × 

日
本
共
産
党 

久
喜
市
議
団 

杉野 修 ○ ○ ○ ○ 

渡辺昌代 ○ ○ ○ ○ 

石田利春 ○ ○ ○ ○ 

平間益美 ○ ○ ○ ○ 

市
民
の
政

治
を
進
め

る
会 

猪股和雄 ○ ○ ○ ○ 

川辺美信 ○ ○ ○ ○ 

田中 勝 ○ ○ ○ ○ 

 

各議員の採決結果 (○が賛成) 

検証！ 

小
選
挙
区
の
マ
ジ
ッ
ク
で
、
衆

議
院
選
３０
％
台
の
得
票
で
６０
％

台
の
議
席
を
得
た
安
倍
政
権
、
今

年
憲
法
改
悪
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
改
憲
発
議
を
許
さ
ず
、

ご
一
緒
に
安
倍
９
条
改
憲
反
対
の

草
の
根
の
大
運
動
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
力
で
安
倍
政
権
を
追
い
詰
め
、

新
し
い
政
治
を
切
り
開
き
ま
し
ょ

う
。 久

喜
市
で
は
、
今
年
市
議
会
議

員
と
市
長
選
挙
が
４
月
２２
日
投

票
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
、
現
職
４
名
の
立
候
補
を
予

定
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
力
に
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。
お
力
添
え
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

本
年
も
「
市
民
が
第
一
」 

で
が
ん
ば
り
ま
す
！ 


